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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として子どもの学びや遊びを広く捉え社会文化的視点から子ども同士の
発話だけでなく、ジェスチャー、コミュニティでの位置付け、大人や他の外部者との関わりから学びについて分
析を行ったことである。その中でアフリカにおける哲学的視点を採用したことについても、新しい研究の広がり
や可能性を感じさせるものになり、成果の一つとして示すことができる。教師教育に関する取り組みは、コロナ
感染症拡大のため、現地で十分に行うことが難しかったものの、ケニア人の授業研究における省察からケニアに
おける授業研究の特徴や教師の考え方の特徴を社会文化的視点から分析できたことも、アフリカの教育への貢献
へと繋がった。

研究成果の概要（英文）：As a result of the study, the researcher broadly grasped children's learning
 and play and analyzed children's utterances and gestures, positioning in a community, and learning 
from relationships with adults and other external vehicles from a sociocultural perspective. Also, 
adopting a philosophical perspective in Africa also led to the expansion and potential of new 
research, which could be one of the achievements. It was difficult to have made sufficient efforts 
on teacher education face to face due to the spread of coronavirus infections. However, by comparing
 the reflections on the lesson study of Kenyans with those of American teachers, the researcher was 
able to analyze the characteristics of the teacher's way of thinking from a sociocultural 
perspective, hence, contributed to education in Africa.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アフリカの教育現象を理解するために社会文化的視点から、彼らの学習の方法や学習の解釈を多面的に行ったこ
と。子どもの発話についてはジェスチャーや他の人々との関わりにまで分析対象を含めたことで、ザンビアの子
どもたちが置かれている社会的・文化的状況を把握し、日本や他国とは異なる社会性・文化性を捉えた。また、
ケニア人の教師の考え方を比較分析することで、彼らの独自の考え方が彼らが置かれた環境や社会文化的状況に
影響を受けていることを明らかにすることができた。またそれらの得られた学術的な視点やアイデアを次の科学
研究費に活用することができ、新しい研究の展開が見られたことを大きな成果として示すことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

●開発目標に沿ったアフリカに対する教育支援と子供のニューメラシー獲得の必要性 

 

 理数科教育はアフリカ諸国を含む開発途上国から日本への協力要請があり，1990 年代以降，
国際教育協力が実施されてきた.  2015 年に UNESCO より出された「持続可能な開発のための
2030 年アジェンダ」においては「持続可能な開発目標」の 17目標のうち 1つが教育である．そ
こではこれまで注目されていた学習の質のみならず，教師の指導の質についての言及がなされ
ている．日本もこのアジェンダに則って，これまで以上に国際教育協力に取り組んでいくことを
表明しており，本研究課題もこれに沿っている． この目標では包括的・分野横断的な教育の量
的拡大・質的向上が求められ，ここで注目したいのが，基礎的なリテラシーとニューメラシーの
習得である．このように国際教育協力の視点から，ニューメラシー獲得のための支援の必要性が
浮かび上がる．ニューメラシーの定義は多岐に及ぶが，ここでは子供を対象としているため，数
学において最も基本的かつ重要事項である数と図形に対する数量的情報を認識・処理する知識・
技能を指す（ 参考：Wittmann & Müller, 2009)． 

 

●就学前後の算数（数学）教育の充実の必要性 

 

 数学教育において就学前後（入門期）の教育が今後充実されるべきだと国際的に言われている
(Brandt, B., 2013).日本では小幼連携を目指した算数教育についての研究が実施されており，研究
代表者は日本の就学前後の数学教育について研究を実施してきた．日本国内で得た知見・文献研
究で得た知見・現場で得るデータと経験を活かした国際協力的取り組みを実施する． 

 

●教材開発と教員の専門的職能成長の重要性 

 

 ケニアでは「中等理数科教育強化計画プロジェクト(SMASSE)」，ザンビアでは「SMASTE 授
業研究支援プロジェクト」といった JICA(国際協力機構)による大々的な教員研修が国内にて行
われ，教育の質を向上させる国際協力が実施されてきた．しかし授業の質，学習の質を改善する
に至るには時間を要し，難しい．研究代表者はザンビアにおいて様々な教材開発・授業を教師と
実践し，学習指導の質の向上に協力してきた． 

そこで，これまでの協力を一歩進め，学校の教師たちと共に教材開発を実施し，アフリカの社
会的・文化的状況に合った形で数学教育の授業の質の向上に直接インパクトを与えたい．そのた
めに教師集団の学びに対して援用する学習論が，正統的周辺参加である(レイヴ＆ウェンガー, 

2011)．正統的周辺参加では「社会的な実践共同体への参加の度合いが増していくこと」が学習
だと捉えられている．レイヴ＆ウェンガーは学校外の組織において弟子が師匠の技や技法を伝
承する過程を研究し，周辺的な位置にいる学習者が徐々に中心的な役割を担う過程と，実践に参
加する者の社会的状況，関わりの方法が学びにおいて重要であるとした．彼らは学校外の集団の
知識・技能の伝承に着目したが，教師集団における緩やかなネットワーク形成と職能成長モデル
のための有益な視点になると考える．教師間の能力差や学歴差，ひいては指導に対する意欲の差
が大きく，指導の質の向上のために，教授・経験レベルに差がある者達の学び合う場が必要であ
る．つまり，研究代表者・リーダー的教師が集まり，議論することで，同僚性が生まれ，協働を
経た専門的職能成長モデルが形成される可能性がある．個々人の教師の認知の高まりではなく，
集団として職能成長がどのように促進されるか（あるいはどのように阻害されるか）というプロ
セスの解明と成長モデルの提示が,教材開発と共に研究課題の一つとなる． 

 

●「パターンの科学としての数学」と「遊びとしての数学」 

 ニューメラシーと関わる入門期の数学を捉える視点として
「遊びとしての数学」「パターンの科学としての数学」の 2つの
理論的基盤を採用する．入門期の数学的活動には遊びが重要視
されており，アフリカでも重要だとして認識されている．しか
し「遊び」と一言で言っても，実際の授業では教師が子供を統
制するばかりで「遊び」が実現されていない場合も多い．遊ぶ
だけで学びがない授業も多い．情報が少なく，指導をどのよう
に行うのかわからない教員もいる（図 1）．そこで教材開発に際
して，教師がどのような遊びを授業で実施しているのかをデー
タ収集・分析し，課題を明らかにして，「パターンの科学として
の数学」や「遊び」から派生する数学学習について教師と共に
議論する．ドイツの数学教育学者の Wittmann は「パターンの科

 

 
字がなく何を教えるかが不明 

図 1: ザンビアの数学教科書

の例 

 



 

 

学としての数学」を基盤として，早期数学支援を行っている．この見方に賛同する日本人研究者
も少なくなく，注目されている．パターンに注目しその変化に気づき，自らでパターンを生み出
し，遊ぶことが重要とされるため, 社会文化的側面を越えて，ユニバーサルに通用する見方であ
る．2017 年 9 月に研究代表者がザンビアで形作りの遊びを実施した際に，子供たちは自発的に
様々な幾何的なパターンを作った（図 2）これらの理論的・実践的側面から，「遊びとしての数
学」「パターンの科学としての数学」は質の高い入門期の数学のための視点として効果的に働く
可能性が高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 

リサーチクエスチョン 

 リサーチクエスチョンは次の 5点を設定した.  

 

① アフリカ地域における入門期（就学前後）の数学の 3層のカリキュラム（意図・実施・達成
されたカリキュラム）はどのような様相か？課題は何か？ 

② 遊びを基にしたニューメラシーの向上のためにはどのような活動が必要なのか？ 

③ 教師たちは実践に際し，どのようなことに困難を見出すのか？ 

④ 教材開発に基づく授業実施・検証過程において，どのような課題や可能性を見出すことがで
きるのか？ 

⑤ 正統的周辺参加をレンズとした際の実践共同体における教師の職能成長モデルはどのよう
なものか？ 

 

 具体的な教材開発・ワークブック開発を行いながら, 教師集団の場（実践共同体）において正
統的周辺参加がどのように見られるのか，彼らの社会的状況・信条・価値観を把握しながら，専
門的職能成長モデルの形成過程を記述する．教材開発によりワークブックという成果物を出す
ことは実践的な貢献で，教師集団の専門的職能成長過程を正統的周辺参加の視点により描写す
ることは学術的な貢献に当たる．国際協力研究は実践的な学問であるため，これら 2点の貢献を
同時に含むことが重要であり，また本研究の独自性である． 

 

３．研究の方法 

 

コロナ禍において，研究の方法を変更せざるを得なかった点もある.限られた選択肢の中で，  

次のことを実施した. 

 

(1)ザンビアの一般教育省において研究許可を得て, ザンビアにおいては 3 名の就学前教育段階
の教師と共に，教材研究を行い，教員らがそれらを用いて授業を実施，振り返りを行った.また，
その他，首都近郊，地方の就学前教育段階における数学やその他の授業を参観, 録画して，調査
データを得ることができた. 

 

(2)ケニアにおいては 20 名の初等教育段階(第 1-2 学年)の数学の研究授業を行い，それぞれ振り
返りを行い，授業の改善点について話し合った.授業研究後には,参加者 8 名に対してインタビュ
ーを行い, 授業研究についての省察データを得た.  

 

４．研究成果 

 

① について 3 層のカリキュラムに着目する. 主に, 意図されたカリキュラムについては,特 

に就学前教育においては教科として数学が設定されており，遊びを通した学習が行われること
が意図されている.実施されたカリキュラムにおいては，テキストはあるが，字がなく大部分が
絵で示されているものであった.達成されたカリキュラムが本研究で最も大事な箇所であるが，
教師らは自分なりに授業を構想して，身近にあるものを用いて学習指導にあたっていることが
明らかになった.しかしながら，教室の子供の数が多かったり，教材が不足していたりして，理
想とする学習指導を行うことができていなかった.また，教師の数学に関する知識が足りておら

 

図 2：ザンビアの子供たちが遊びの中で作成した様々な図形のパターンの例 
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ず加法・減法等，測定等の内容を指導する際に，言語的な内容とも関連して，課題が散見された.  

②について教師らは情報交換をしながら，活動を取り入れてはいたが，ニューメラシーの向 

上のためには教授的力量を向上させる必要があることが明らかになった.  

③について実際に，図形領域と数領域の教材開発・検討を共に行ったが，事前に教材について
検討する 習慣がなかったためか，話していた内容と実際に指導をした内容に乖離が見られた.特
に，専門的知識を必要とする幼児が間違えた場面における支援に課題が見つかった.  

④ について可能性として幼児が課題に対して，様々な独創的な解答をしていることに教師も 

驚き，嬉しいと感じているようだった.良い教材を開発して，適切に指導を行うことができれば，
幼児の反応が多岐に渡り，教師にもその教育的意義が伝わるということが明らかになった.  

⑤ についてコロナ禍において，ザンビアやケニアに行くことができなかったため，複数の教 

師に会い，研修を行うことはできなかった.代わりに，ザンビアでは 2-3 名の就学前教育を担当
する教師，ケニアでは初等教育段階を担当する教師 20 数名に会い，インタビューを行うことが
できた. 彼らの文化的営みの中で，例えば，授業を改善するための方法である，授業研究におい
ては，ケニアの場合には教師間の活発な議論が見られた.ザンビアの場合は，就学前教育での実
施ができなかったため不明である.計画に変更はあったものの, 成果として査読付論文, 英文書
籍に調査データの分析を行ったものをまとめることができた.  
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